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静問地学第 100号(2009 ) 

久保

しはじめに

わが国の内睦部で起きた最大殺の規模の地震

である濃尾地震 (M8.4)により生じた根尾谷断

と地震断層観察館，日本最古の擦を含むよ麻

などの美濃帯の露頭を狩野謙一会員(静

大)の案内で訪ねる中部支部の巡検会が10月18

日から 19日までの自程で行われた.当日午前 8

時に参加者10名は静関駅前のるくるに集合し，

2台の車で東名・名神高速道路を酉に向かい，

大垣ICから根尾)11を北上した(図1).

2. 10丹訪日(土)殺尾谷断躍をたずねて

濃尾地震 (M8.4)は明治24年 (1891年) 10 

月28日午前 6時37分に起きた.この地震で岐

阜県根尾谷を中心に福井県足羽)/1流域から

)11流域に至る長さ 60km以上，上下約6m，左

ずれ最大8mに達する地震断層が出現した.

(1 )金原の講ずれ断麗:根尾)11に沿って

157号を北上し金原村に入ると左側の焔に f金

原の横ずれ断層Jの説明板がある.説明による

と，かつては娼の畦や農道が系統的に約8mず

れた状態が明瞭に残されていたという.現在で
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国1. 大塩iむから土岐JCTまでの経路"

顕2. 金原の横ずれ甑層(約 8m左横ずれ)繍

難場

は南東端にあたる場所で道路の}謡曲として観察できるだけである(図2). この道路脇の雑木林と池で

は上下方向に約2 m程ず、れていることがわかる.

(2)水鳥(みどり)の断層崖と地震断層観察舘:金原から国道157号を北上し平野で根尾川を渡り，

樽見鉄道の下を抜けると，右側に「地震断層観察館」の四角錐の建物が現れる(図3).建物反対側の

駐車場で水鳥断層崖を背景に記念写真を撮り(園4)，地震断層観察館を見学した.入り口正面の地震
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資料館では，根尾谷断層の立体模型や大きな地

球模型などで地震のメカニズムを

地下観察舘の~と西側法面で、は，ほ

できた.

な

を挟んで、，左側の黒い部分が美濃帝のジュラ

紀のメランジ、ユラ布側の部分が丸みを帯びた根

尾J11の磯層である.探暦が黒い部分を震ってい

るので，左側黒い部分がおよそ6m余り隆起し

たことがわかる(関5). 断層面沿いには幅20--

30 cmの断層粘土が見られた@解説によれば，

は約3mで，根尾谷断層と

の北方の水鳥大将軍逆断層，根毘JIIとに挟まれ

た地域が隆起しているという.

(3)根尾益の簿轟ザクラ:地震断層観察館か

ら根尾JIIを越えて北へ2km程行き，根尾J11を

渡ると薄墨ザクラのある公園に出る.多数の添

え木に阻まれた巨樹は堂々としていて，開花時

の華やかさが伺われた@資料によると 9 多くの

人々により守られてき クラは和

ドヒガンで樹齢1500余年ラ樹高16.3mラ

回り 9.91mヲ校張り東西26.90m，南北20.20

mで、ありヲ替の時は薄いピンクヲ満開時は

散りぎわ時には特異の淡い墨色を帯びてくると

いう.

っている鵠

断層さと髄黒部分が約

(ヰ)穣尾中地盤の横ずれ断j罷:薄墨ザ、クラ公園から根尾J11を超えさらに2km程北上すると左側に

「根尾谷断層(中地区横ずれ断層)Jの案内板がある.付近の畑の境のお茶の木や農道ヲ用水路が7--
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9m程折れ曲がっているのが観察できた.この

折れ曲がりの関を根尾谷の断騒が走っている

(図6).説明板によると，ずれた量は最大9.2

m，平均7.4m， 

では最大であるという.観察の後， 157 

って捧斐川町谷汲の宿，i農秀館に着いた.

3総 10毘待日(日)奨濃帯の地震をたずね

中部地方の地質の帯状構造の一部をつくる

は中生代ジ、ユラ紀の付加体である.付加体

は海洋プレートが沈み込む場で形成され，枕状

溶岩などの玄武岩，遠洋性チャート， なる.

2日自は美濃帯の見学に国道156号から岐阜市，美濃加茂市を通り，国道号を飛騨)11に沿って溜

った.中麻生上で飛騨)11を渡ると左側に f日本列島最古の石発見の地Jの石碑があった.

(1 )上蘇生磯岩 (20鵠年前の磯岩):石碑の脇を通り河床に降りると，灰白色のターピダイトの中に

巨大岩があり，垂直な砂泥互層，泥岩層， 1擦岩層と変化していた(図7).1970年に足立守氏によって

発見された砂岩層中の花踊片麻岩擦の絶対年代がRb Srアイソクロン法で20.5億年と測定され，日

本最古の先カンブリア代の擦となった.磯岩に

含まれる磯の種類は，砂岩，頁岩，石灰岩，チ

ャート，オーソコーツアイト，花崩岩などの火

成岩，黒雲母片麻岩などの変成岩などがあった.

特に円摩された白色のオーソコ…ツアイトは大陸

特有な擦なので，古い片麻岩擦などの砕弱岩の後

背地が韓半島東部の可能性があるという.

(2) 日本最古の石博物館:石碑を北に進み飛

騨Jllを渡り少し戻り対岸に出ると，道の駅「ロ

ックガーデンひちそうJの隣に銀色で鰻頭状の

「日本最古の石博物館Jがあった.館内のタイム

スリップエレベーターで地下に降りると，地質

模型や世界中の岩石が触れるように展示されて

いた.日本最古の片麻岩諜，世界最古で39.6億

年前のカナダのアキャスタ片麻岩， 35億年前の

枕状溶岩， 35億年前のストロマトライトなどや

各地質時代の岩石が見事であった.

(3)ロックガーデン:昼食の後，国道41号を 国&ロクガーデンの麓状チャート

北上し上麻生橋を渡ると飛騨JlIの両岸に飛水峡 録灰色聖夜色などm
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国弘左に本庄破碑のギザギザ摸蹄を示すメランジュ
中の砂岩鑓

図叩a 魚のような形に変形し

の断崖絶壁が現れた@ここでは燕数の甑穴群(ポットホール)と複雑に摺曲したチャート層が見られ

た@チャート麿は原さ数cmの層状チャ…トで(図8)，赤褐色，緑灰色，灰色，黒色など様々な色が

あり，ここで色々なチャ…トを採集した.色は堆積時の酸素濃度と関係があり，放散虫化石から年代

との説明があった.

(針金山メランジュ:飛水峡から飛騨)11を30

kmほど北上し，金山北で馬瀬)11に入り数kmの

所の右岸河床に下りた.黒色泥岩の河床を 300

m程歩くと， の中

チャートなどの 10数cmの岩片を合むメランジ

ュがありラチャートや砂岩の岩片が破断しなが

ら，レンズ状や角i環状の形で散在しているもの

や(図9)，魚のように変形した岩片が見られた

(図 10). メランジュとは泥岩や蛇紋岩などの基

中に様々な形，大きさ，種類の岩塊が合まれ

るブロックインマトリックス組織を持つものを

いうという@この露頭のチャートなどからー

閣11. 濃飛流絞岩内

いる溶結譲灰岩間

に伸ばされて

紀~白亜紀最前期の放散虫が報告された.その結果，チャート岩塊の年代は暗灰色層状~薄紫色麗状

~明灰色小粒状の}II買に若くなり，白亜紀最前期までにメランジ、ユ化したと推定されているという.

(5)留島の火選角磯岩(濃飛流絞岩) : 2 km程下り，七宗ダムを渡ると河床に百擦があらわれた.

擦は数cm~l m位の角諜を合む火山角磯岩や垂産方向に引き伸ばされたような不定形の擦を含んで

いた(国11). ここには，火山砕屑物の噴出に伴う給源火道を構成する岩石(火道角磯岩)が河床に

約 1.3kmにわたりほぼ連続して露出する露頭の最も上流部に当たり，通常では余り観察することがで

きない特異な岩相を見ることができるという.
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ヰ鎗楼わりに

今回は，中部地方の付加体の中心部 にわたっ き な巡検会であった.

と企画して頂い くお礼申し上げます.
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